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笑顔とがんばりの町

広
報おの ま ち

一緒にあそぼう
５月３日、リカちゃんキャッスル開業20周年に合
わせてリカちゃんファミリーへ特別住民票が交付
されました。
来場した子どもたちは、リカちゃんとの触れ合い
を楽しんでいました。
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リカちゃんキャッスルに来場する皆さん

特別住民票のレプリカを渡すリカちゃん

リ
カ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
住
民
票
を
交
付

　
「
リ
カ
ち
ゃ
ん
」生
誕
25
周
年
を

記
念
し
て
当
町
に
作
ら
れ
た「
リ
カ

ち
ゃ
ん
キ
ャ
ッ
ス
ル
」が
５
月
３
日
、

開
業
か
ら
20
周
年
を
迎
え
、
リ
カ

ち
ゃ
ん
の「
町
お
こ
し
プ
リ
ン
セ
ス
」

と
し
て
の
活
躍
を
た
た
え
て
、
リ
カ

ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
特
別
住
民

票
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
村
上
議
会
議
長
、

リ
ト
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
の

近
藤
社
長
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館
館
長
の

北
原
照
久
さ
ん
立
ち
会
い
の
も
と
、

リ
カ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ッ
ス
ル
の
名
誉
館

長
で
あ
る
大
和
田
町
長
か
ら
、
特
別

住
民
票
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場

し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
館
内
を

回
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
今
回
交
付
し
た
特
別
住
民
票

は
リ
カ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ッ
ス
ル
お
よ
び

町
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
住

民
票
の
レ
プ
リ
カ
は
、
来
年
の
４
月

30
日
ま
で
、
町
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
商
工
課

☎
７
２
‐
６
９
３
８

村上議長/北原照久さん/リカちゃん/大和田町長/近藤社長
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小
野
町
の
桜

夏井千本桜（夏井・南田原井）

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜

　

町
内
の
桜
が
４
月
中
旬
、
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
し
た
。

　

美
し
い
桜
が
各
地
で
咲
き
誇
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
が
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

舘の桜（浮金）

無量寺のしだれ桜（小野赤沼）

種まき桜（吉野辺）

谷地の桜（浮金）

羽生の桜（飯豊上）

夏
井
千
本
桜
遊
歩
道
に

                   

ベ
ン
チ
を
設
置

　

小
野
町
商
工
会
夏
井
支
部
お
よ
び
毎
年
千
本
桜
ま
つ

り
に
出
店
し
て
い
る
宇
佐
見
商
店（
富
岡
町
）よ
り
、
夏

井
千
本
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
５
基
の
ベ

ン
チ
を
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
夏
井
千
本
桜
遊
歩
道
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

紙
上
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
住
民
票
交
付
を
記
念
し
て

講
演
会
を
開
催

　

特
別
住
民
票
の
交
付
を
記
念
し

て
、
同
日
午
後
、
北
原
照
久
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は「
夢
の
実
現 

ぼ
く
流

ツ
キ
の
10
カ
条
」と
い
う
演
題
で
、

リ
カ
ち
ゃ
ん
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
、
お
も
ち
ゃ
に
興

味
を
持
っ
た
経
緯
や
、
自
身
の
夢
を

実
現
し
て
い
っ
た
話
を
講
演
い
た
だ

き
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
北
原
さ

ん
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
リ
カ
ち
ゃ
ん
が
か
け

つ
け
、
北
原
さ
ん
に
町
の
特
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

北原さんへ町の特産品をプレゼント

講演会の様子

リ
カ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
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皆さんと
町行政のパイプ役

行政区長を委嘱

　

行
政
区
長
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
を
、
町
長
が

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。
行
政
区
内

の
お
世
話
役
、
町
と
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
１
年

間
お
骨
折
り
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
複
雑
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
議
の
席
上
で
、
区
長

会
役
員
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

会　

長　

中
野
正
喜（
皮
籠
石
）

副
会
長　

阿
部
徳
夫（
本　

町
）

　

〃　
　

郡
司
揚
一（
飯
豊
中
）

　

〃　
　

草
野
義
幸（
塩
庭
一
区
）

幹　

事　

会
田　

功（
仲　

町
）

　

行
政
区
長
会
が
４
月
12
日
に
行

わ
れ
、委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

区長会の様子

委嘱状交付の様子

　

４
月
12
日
に
行
わ
れ
た
行
政
区

長
会
の
席
上
で
、
平
成
24
年
度
献

血
目
標
を
達
成
さ
れ
た
12
行
政
区

に
謝
礼
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

目
標
を
達
成
さ
れ
た
行
政
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
献
血
目
標
達
成
行
政
区

　

本
町
・
横
町
・
仲
町
・
大
八
・

　

中
通
・
谷
津
作
・
飯
豊
上
・
飯

　

豊
中
・
飯
豊
下
・
吉
野
辺
・
浮

　

金
・
小
野
山
神

　　

今
後
の
献
血
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
会
場
等
は
、
行
政
区
回
覧

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

献
血
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

平
成
25
年
６
月
10
日
㊊

　
　
　
　

６
月
28
日
㊎

　
　
　
　

10
月
14
日
㊊
㊗

　
　
　
　

11
月
９
日
㊏

平
成
26
年
１
月
24
日
㊎

　
　
　
　

２
月
19
日
㊌

行　政　区　長　名 　簿行　政　区　長　名 　簿
（敬称略）

行政区 区長名

本　　　町 阿　部　徳　夫

横　　　町 鈴　木　勝　男

仲　　　町 会　田　　　功

反　　　町 横　田　久　雄

大　　　八 先　﨑　文　男

荒　　　町 矢　吹　今朝男

中　　　通 宗　像　泰　弘

平　　　舘 森　田　高　夫

谷　津　作 白　石　精　介

小 野 赤 沼 村　上　　　博

菖　蒲　谷 宗　像　英　雄

雁　股　田 會　田　隆　壽

皮　籠　石 中　野　正　喜

飯　豊　上 羽　生　一　久

飯　豊　中 郡　司　揚　一

飯　豊　下 先　﨑　雄　二

吉　野　辺 郡　司　茂　雄

浮　　　金 佐　藤　博　文

小　戸　神 村　上　親　明

小 野 山 神 吉　田　代　吉

夏　　　井 吉　田　恭　正

南 田 原 井 根　本　幹　夫

湯　　　沢 松　本　幸　一

塩 庭 一 区 草　野　義　幸

塩 庭 二 区 松　本　健　次

上 羽 出 庭 駒木根　好　一

和　名　田 大　竹　秀　昭
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平
成
25
年
度
集
落
農
政
推
進
協

議
会
会
長
の
委
嘱
状
交
付
式
が
5

月
1
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
町
と
農
家
と
の

連
絡
調
整
役
と
し
て
、
ま
た
各
集

落
内
に
お
け
る
農
林
事
業
の
推
進

役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

各
集
落
の
会
長
は
、
次
の
方
々

で
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

大　

八　
　
　

先
﨑　
　

稔

谷
津
作　
　
　

榊
原　

貞
治

小
野
赤
沼　
　
　

鈴
木　

昭
一

菖
蒲
谷　
　
　

小
野　

正
孝

雁
股
田　
　
　

吉
田　

信
夫

皮
籠
石　
　
　

櫻
下　
　

保

飯
豊
上　
　
　

吉
田　
　

實

飯
豊
中　
　
　

今
泉　
　

武

飯
豊
下　
　
　

村
上　

一
夫

吉
野
辺　
　
　

先
﨑　

久
幸

浮　

金　
　
　

生
天
目
安
行

小
戸
神　
　
　

村
上　

俊
夫

小
野
山
神　
　
　

郡
司　
　

昇

夏　

井　
　
　

割
谷　
　

功

南
田
原
井　
　
　

根
本　

孝
夫

湯　

沢　
　
　

佐
藤　

健
藏

塩
庭
一
区　
　
　

吉
田　

芳
仁

塩
庭
二
区　
　
　

常
恒　
　

武

上
羽
出
庭　
　
　

西
牧　

祐
吉

和
名
田　
　
　

渡
邊　

靜
夫

　　

な
お
、
会
議
席
上
で
集
落
農
政

推
進
協
議
会
の
役
員
が
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長　
　
　
　

常
恒　
　

武

副
会
長　
　
　
　

櫻
下　
　

保

　

〃　
　
　
　
　

先
﨑　

久
幸

平
成
25
年
度

　

集
落
農
政
推
進
協
議
会
会
長
を
委
嘱

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
設
置

　

小
野
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

隊
員
委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
11
日

に
行
わ
れ
、
隊
員
32
名
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

実
施
隊
は
、
農
作
物
に
被
害
を

及
ぼ
す
イ
ノ
シ
シ
、
カ
ラ
ス
、
カ

モ
な
ど
有
害
鳥
獣
に
対
し
銃
器
や

ワ
ナ
を
利
用
し
て
捕
獲
を
実
施
し

ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
、
隊
員
の

保
障
の
充
実
や
支
援
な
ど
捕
獲
業

務
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
有
害

鳥
獣
捕
獲
隊
」を「
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
」と
名
称
が
変
わ
り
ま
し

た
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ

の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
各

行
政
区
長
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。

　

委
嘱
さ
れ
た
隊
員
は
次
の
方
々

で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
小
野
新
町
分
会

　

先
﨑　

正
利　
　

鈴
木　

和
広

　

村
上　

大
二　
　

大
内　
　

昇

　

伊
藤　
　

勝　
　

矢
吹
今
朝
治

　

先
﨑　

直
人　
　

猪
狩　

安
男

◆
飯
豊
分
会

　

村
上　

敏
勝　
　

西
牧　

金
吉

　

先
崎　

久
幸　
　

佐
藤　

正
作

　

村
上　
　

一　
　

郡
司　

節
男

　

大
和
田
不
二
男　

村
上　
　

久

◆
夏
井
分
会

　

吉
田　
　

孝　
　

木
村　

伸
和

　

佐
藤　

賢
一　
　

吉
田　

鐡
雄

　

西
牧　
　

宏　
　

西
牧　

芳
徳

　

宗
像　

喬
司　
　

阿
久
津
清
次

◆
菖
蒲
谷
分
会

　

佐
藤　
　

仁　
　

中
野　

正
喜

　

小
川　

昭
雄　
　

田
邉　

繁
俊

　

矢
吹　

市
雄　
　

鈴
木　

昭
一

　

先
崎　

博
之　
　

宗
像　
　

浩

　

な
お
、
実
施
隊
の
役
員
は
次
の

方
々
で
す
。

　

隊
　

長　
　

中
野　

正
喜

　

副

隊

長　
　

村
上　

敏
勝

　

事

務

局　
　

先
﨑　

正
利

　

会
　

計　
　

吉
田　
　

孝

会議の様子 委嘱状交付の様子

委嘱状交付の様子
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平成25年度小野町消防団幹部
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平
成
25
年
度

　
　

小
野
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

平
成
25
年
度
小
野
町
消
防
団
辞

令
交
付
式
が
４
月
７
日
に
行
わ

れ
、
猪
狩
消
防
団
長
か
ら
退
団
、

昇
格
、
入
団
の
各
団
員
に
辞
令
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
長
年
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昇
格
、
入
団
さ
れ
た
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
知

識
と
技
能
の
向
上
に
励
み
、
町
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
活
動
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
25
年
度
小
野
町
消
防
団
幹
部

（
敬
称
略
）

□
本

部

　
　

団

長　

猪
狩　

信
男　
（
平

舘
）

　
　

副
団
長　

渡
辺　

一
雄　
（
中

通
）

　
　
　
　

〃　
　

須
藤　

昭
雄　
（
本

町
）

□
訓
練
分
団

　
　

分
団
長　

松
本　

稔
城　
（
上
羽
出
庭
）

　
　
　

〃　
　
　

村
上　

勝
春　
（
飯
豊
上
）

　
　
　

〃　
　
　

榊
原　

泰
男　
（
谷
津
作
）

　
　

副
分
団
長　

吉
田　

重
成　
（
飯
豊
上
）

　
　
　

〃　
　
　

吉
田　
　

覚　
（
上
羽
出
庭
）

　
　
　

〃　
　
　

先
﨑　

宏
之　
（
中

通
）

□
庶
務
分
団

　
　

分
団
長　

横
田　
　

巧　
（
湯

沢
）

　
　

副
分
団
長　

宗
像　

勇
吉　
（
菖
蒲
谷
）

□
第
１
分
団

　
　

分
団
長　

橋
本　

浩
一　
（
反

町
）

　
　

副
分
団
長　

長
谷
川
政
行　
（
本

町
）

□
第
２
分
団　

　
　

分
団
長　

吉
田　

裕
一　
（
谷
津
作
）

　
　

副
分
団
長　

森
田　

純
一　
（
平

舘
）

□
第
３
分
団

　
　

分
団
長　

西
牧　

宏
幸　
（
小
野
赤
沼
）

　
　

副
分
団
長　

瀬
谷　

宗
平　
（
雁
股
田
）

□
第
４
分
団

　
　

分
団
長　

國
分　

健
広　
（
小
戸
神
）

　
　

副
分
団
長　

村
上　
　

健　
（
飯
豊
下
）

□
第
5
分
団

　
　

分
団
長　

先
﨑　

拓
也　
（
吉
野
辺
）

　
　

副
分
団
長　

西
牧　

澄
雄　
（
浮

金
）

□
第
6
分
団

　
　

分
団
長　

永
山　

一
悳　
（
夏

井
）

　
　

副
分
団
長　

大
竹　

美
博　
（
夏

井
）

□
第
7
分
団

　
　

分
団
長　

二
瓶　

一
芳　
（
上
羽
出
庭
）

　
　

副
分
団
長　

上
遠
野
芳
勝   （
和
名
田
）

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基
金

　

小
野
町
文
化
・
体
育
振
興
基
金
は
、

町
の
文
化
と
体
育
の
振
興
と
充
実
を
は

か
る
た
め
に
個
人
や
団
体
か
ら
の
寄
付

に
よ
り
積
み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

　

全
国
大
会
出
場
者
へ
の
激
励
金
や
表

彰
、
町
の
社
会
体
育
団
体
や
芸
術
文
化
団

体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
補
助
や
活
動

費
と
し
て
、
有
効
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
・
体
育
振
興
基
金
へ
の
ご
寄
付

は
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
文
化
体

育
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

＊
平
成
24
年
度
に
小
野
町
文
化
・
体
育
振
興

基
金
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

（
順
不
同
）

大
方　

英
明　

様（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

宗
像　

和
夫　

様
（
皮
籠
石
）

小
野
町
自
衛
隊
父
兄
会　

様

（
医
）
さ
い
と
う
医
院　

様

中
村　

二
夫　

様
（
北
海
道
斜
里
町
）

草
野　

孝
一　

様
（
皮
籠
石
）

小
野
町
民
謡
愛
好
会　

様

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
実
行
委
員
会　

様

田
村
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所　

様

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☎
公
民
館　

７
２
‐
２
１
２
５



自
衛
隊
募
集
相
談
員
委
嘱
式

柏
原
康
男
さ
ん

西
牧
義
和
さ
ん

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
の
出
席

の
も
と
4
月
10
日
に
行
わ
れ
、
柏
原

康
男
さ
ん（
本
町
）と
西
牧
義
和
さ
ん

（
小
野
赤
沼
）が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
募
集
相
談
員
は
防
衛
基
盤

の
育
成
に
貢
献
し
て
お
り
、
そ
の
役

割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

お
二
人
の
任
期
は
2
年
間
で
、

募
集
相
談
員
と
し
て
、
自
衛
隊
志

願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
自

衛
隊
に
対
す
る
正
し
い
認
識
の
普

及
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。 に

委
嘱

西牧義和さん（左から3番目）、柏原康男さん（左から4番目）
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　町では、子育て中のご家族を支援するため、夏井おおすぎ保育園内に「小野町子育て支援センター」を開設しています。
　小野町子育て支援センターでは、子育て中のご家族同士が交流し、安全に楽しめる「あそびの広場」や、さまざまな
育児の相談に応じ、子育てに関する情報を提供する「育児相談」を行っています。町内にお住まいの就学前のお子さん、
保護者およびそのご家族すべてが対象となりますので、お気軽にご利用ください。

平成 25 年度「あそびの広場」年間計画表

☆
園
行
事
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。
広
報
お
の
ま
ち
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

☆
育
児
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問教育委員会教育課　　
　☎７２-６７８０　　　

「あそびの広場」
　毎週火曜日と土曜日に「あそびの広場」を実施しています。時間は、午前９時30分から午前11時30分までです。
　詳細は、下記の年間計画表をご覧ください。

「育児相談」
　あそびの広場をとおして育児相談をお受けします。また、電話による相談も可能です。電話での相談は月曜日から
金曜日の正午から午後４時までです。

問小野町子育て支援センター 
　（夏井おおすぎ保育園内）
　☎７２-２７６０

小野町子育て支援センターからのお知らせ

曜　日 時　　間 主 な 内 容 備　　考

　　４月 火・土 9：30～ 11：30 元気にあそぼう 園庭のみ開放 (23日より）

　　５月 火・土 9：30～ 11：30 みんなであそぼう　

　　６月 火・土 9：30～ 11：30 お砂であそぼう　　

　　７月 火・土 9：30～ 11：30 お水であそぼう（プール・水鉄砲） 水着等を準備してください

　　８月 火・土 9：30～ 11：30 お水であそぼう（プール・水鉄砲） 水着等を準備してください

　　９月 火・土 9：30～ 11：30 体を動かしてあそぼう　　　　

　10月 火・土 9：30～ 11：30 体を動かしてあそぼう　　　　

　11月 火・土 9：30～ 11：30 体を動かしてあそぼう

　12月 火・土 9：30～ 11：30 雪あそび 手袋、帽子、スキーズボン等
を準備してください

　　１月 火・土 9：30～ 11：30 雪あそび　　　
おはなし会
手袋、帽子、スキーズボン等
を準備してください

　　２月 火・土 9：30～ 11：30 雪あそび 節分

　　３月 火・土 9：30～ 11：30 元気にあそぼう 園庭のみ開放（15日まで）



平成 24年度下半期財政公表
　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３

な
ら
び
に
小
野
町
財
政
状
況
の
作

成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
下

半
期
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
上
半
期
の
補
正
予

算
と
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
平
成
24
年
広
報「
お

の
ま
ち
」11
月
号
で
公
表
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
平
成
24
年
10
月
１

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

下
半
期
に
お
け
る
各
会
計
の
補

正
予
算
お
よ
び
収
入
・
支
出
の
状

況
は
、
第
１
表
・
第
２
表
の
と
お

り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
は
、
当
初

40
億
１
，５
０
０
万
円
で
編
成
し
、

そ
の
後
の
補
正
で
９
月
末
で
は

46
億
３
，５
１
２
万
９
，０
０
０
円
と

な
り
、
そ
の
後
の
補
正
を
経
て
最

終
予
算
は
50
億
５
，９
０
０
万
３
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

下
半
期
に
お
け
る
一
般
会
計
の

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
第
３
表

の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算
お
よ
び

　
　
　
　

収
入
支
出
の
状
況
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区　　　分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 予算額計

継続費および
繰越事業費
繰越財源充当額

累　計 ３月末現在
収入済額

収入率
（％）

１ 町 税 826,743 53,696 880,439 0 880,439 851,343 96.7 
２ 地 方 譲 与 税 76,700 △ 6,100 70,600 0 70,600 70,276 99.5 
３ 利 子 割 交 付 金 1,900 △ 100 1,800 0 1,800 1,882 104.6 
４ 配 当 割 交 付 金 360 500 860 0 860 1,097 127.6 
５ 株式等譲渡所得割交付金 30 0 30 0 30 254 846.7 
６ 地 方 消 費 税 交 付 金 99,000 △ 2,000 97,000 0 97,000 97,365 100.4 
７ ゴルフ場利用税交付金 1,000 1,301 2,301 0 2,301 3,249 141.2 
８ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 13,000 4,000 17,000 0 17,000 19,538 114.9 
９ 地 方 特 例 交 付 金 2,098 0 2,098 0 2,098 2,098 100.0 
10 地 方 交 付 税 2,060,844 191,171 2,252,015 0 2,252,015 2,257,039 100.2 
11 交通安全対策特別交付金 1,400 0 1,400 0 1,400 1,311 93.6 
12 分 担 金 及 び 負 担 金 21,675 1,309 22,984 0 22,984 23,416 101.9 
13 使 用 料 及 び 手 数 料 62,581 △ 862 61,719 0 61,719 63,920 103.6 
14 国 庫 支 出 金 298,757 119,928 418,685 257,835 676,520 373,924 55.3 
15 県 支 出 金 272,780 42,106 314,886 38,065 352,951 255,697 72.4 
16 財 産 収 入 10,762 1,891 12,653 0 12,653 12,131 95.9 
17 寄 付 金 302 1,129 1,431 0 1,431 1,648 115.2 
18 繰 入 金 408,872 △ 6,000 402,872 0 402,872 402,870 100.0 
19 繰 越 金 179,250 0 179,250 258,882 438,132 438,132 100.0 
20 諸 収 入 32,865 22,105 54,970 0 54,970 46,315 84.3 
21 町 債 264,210 △ 200 264,010 27,600 291,610 246,510 84.5 
歳 入 合 計 4,635,129 423,874 5,059,003 582,382 5,641,385 5,170,015 91.6 

（歳入） （単位：千円）

第 １ 表

（歳出） （単位：千円）

区　　　分 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 予算額計

継続費および
繰越事業費
繰越額

予備費および
流用増減 累　計 ３月末現在

支出済額
支出率
（％）

１ 議 会 費 84,129 △ 251 83,878 0 0 83,878 82,977 98.9 
２ 総 務 費 543,333 △ 7,924 535,409 139,161 969 675,539 441,515 65.4 
３ 民 生 費 1,171,511 △ 17,190 1,154,321 0 189 1,154,510 878,052 76.1 
４ 衛 生 費 627,056 85,962 713,018 154,771 0 867,789 669,180 77.1 
５ 労 働 費 933 0 933 0 0 933 658 70.5 
６ 農 林 水 産 業 費 234,487 △ 42,075 192,412 0 820 193,232 181,175 93.8 
７ 商 工 費 27,210 6,257 33,467 0 0 33,467 32,204 96.2 
８ 土 木 費 242,659 30,317 272,976 58,500 3,504 334,980 198,900 59.4 
９ 消 防 費 320,735 △ 10,101 310,634 47,862 0 358,496 340,431 95.0 
10 教 育 費 491,154 △ 9,499 481,655 0 0 481,655 440,110 91.4 
11 災 害 復 旧 費 43,156 △ 3,522 39,634 182,088 1,500 223,222 194,808 87.3 
12 公 債 費 480,010 △ 7,691 472,319 0 243 472,562 431,933 91.4 
13 諸 支 出 金 332,402 392,880 726,282 0 0 726,282 563,280 77.6 
14 予 備 費 36,354 5,711 42,065 0 △ 7,225 34,840 0 0.0 
歳 出 合 計 4,635,129 422,874 5,059,003 582,382 0 5,641,385 4,455,223 79.0 
※繰越明許費分は除く

一　　般　　会　　計
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会　計　名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累　計 ３月末現在

収入済額
収入率
（％）

国民健康保険特別会計 1,242,728 107,916 1,350,644 1,097,053 81.2 
後期高齢者医療特別会計 99,572 471 100,043 94,497 94.5 
除染対策事業特別会計 57,052 △ 15,356 41,696 0 0.0 
介護保険特別会計 1,022,446 24,058 1,046,504 798,219 76.3 
介護保険サービス事業特別会計 3,853 △ 488 3,365 3,020 89.7 
浄化槽整備推進事業特別会計 103,530 △ 24,588 78,942 28,283 35.8 
文化・体育振興基金特別会計 3,431 762 4,193 4,193 100.0 
水道事業会計（収益的収入） 149,965 1,513 151,478 150,089 99.1 
水道事業会計（資本的収入） 9,238 △ 630 8,608 8,745 101.6 

会　計　名 ９月末予算額 補正予算額
（３月まで） 累　計 ３月末現在

支出済額
支出率
（％）

国民健康保険特別会計 1,242,728 107,916 1,350,644 1,233,440 91.3 
後期高齢者医療特別会計 99,572 471 100,043 97,562 97.5 
除染対策事業特別会計 57,052 △ 15,356 41,696 30,250 72.5 
介護保険特別会計 1,022,446 24,058 1,046,504 907,445 86.7 
介護保険サービス事業特別会計 3,853 △ 488 3,365 66 2.0 
浄化槽整備推進事業特別会計 103,530 △ 24,588 78,942 53,456 67.7 
文化・体育振興基金特別会計 3,431 762 4,193 3,855 91.9 
水道事業会計（収益的支出） 148,095 △ 457 147,638 58,045 39.3 
水道事業会計（資本的支出） 107,630 △ 2,472 105,158 102,276 97.6 

事　業　内　容 補　正　額

衆 議 院 議 員 総 選 挙 6,142
障害者自立支援給付事業 3,325
災害廃棄物処理委託料 83,712
公立小野町地方綜合病院企業団負担金 34,559
復興支援特別商品券補助 6,000
百目木・堀切線整備工事 20,250
右支夏井川河川改修事業付替道路工事 6,000
公営住宅屋上防水工事 13,500
中 学 校 管 理 事 業 4,385
公民館旧館修繕工事 5,500
財 政 調 整 基 金 積 立 348,000
東日本大震災復興支援基金積立 45,880

（歳入）

（歳出）

（単位：千円）

（単位：千円）

第 ２ 表

第 ３ 表

特　別　会　計　・　企　業　会　計

下半期補正予算（歳出）の主な内容
（一般会計で３，０００千円以上の増額補正を行った主なもの）

（単位：千円）



絵の前で記念撮影

外壁に花を咲かせる黒田さん

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

笑
顔
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

　今回は、当病院の皮膚科非常勤医師、岡部秀
子（おかべ　ひでこ）医師から水虫についてお知
らせします。
　いよいよ春、水虫の季節です。寒い冬の間に
ひっそりと冬眠していた水虫が活動開始のとき
です。いわゆる水虫を引き起こす白癬菌は、抗
白癬外用剤を塗ることで活動を停止します。症
状が落ち着くと治ったと思い塗るのを止めてし
まう人が大半です。しかし、白

はくせんきん

癬菌は死滅して
しまったわけではありません。活動を止めてい
るだけなのです。そのため、春になり活動に好
適な条件が揃うと活動を再開し、水虫の症状が
再燃いたします。
　水虫の治療のコツは、症状が落ち着いても薬
を塗り続けることです。それと白癬菌が活動し

やすい状況を作らないことです。足は良く洗い
きちんと拭き取ること。靴は最低２足準備して
おき交代で履くこと。家族内感染を防ぐため足
ふきマットは共用しないことなど。
　一般に足がかゆくなるとすべて水虫と思いが
ちですが、そうでないこともあります。水虫の
薬を外用しても良くならないとき、または水虫
であっても外用剤が合わなく悪化する時もあり
ます。いずれにしても治りが悪い時は皮膚科を
受診してください。

「水虫」治療のコツ！
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■皮膚科の診療日および受付時間
　　　　診 療 日：毎週　水曜日
　　　　受付時間： ８：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　13：00 ～ 16：30

　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
黒
田
征
太
郎
さ

ん
が
３
月
31
日
に
公
立
小
野
地
方
綜

合
病
院
を
訪
れ
、
町
内
の
小
学
生
や

保
護
者
、
病
院
関
係
者
な
ど
総
勢
70

名
と
と
も
に
病
院
の
壁
い
っ
ぱ
い
に

絵
を
描
く「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
医

薬
品
会
社
の
日
本
新
薬
㈱
と
黒
田
さ

ん
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
の
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン「
笑
顔
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」で
、
絵
を
描
く
こ
と
で
地
域

の
絆
を
深
め
病
院
を
明
る
く
し
て
い

こ
う
と
い
う
活
動
で
す
。

　

ま
ず
黒
田
さ
ん
が
病
院
の
外
壁
に

大
き
な
花
を
描
く
と「
う
わ
〜
」と
子

ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、「
さ

あ
、み
ん
な
も
思
い
切
り
描
い
て
！
」

の
か
け
声
で
、
病
院
内
の
壁
に
花
や

鳥
な
ど
好
き
な
絵
を
描
き
始
め
ま
し

た
。
参
加
者
が
描
い
た
絵
に
、
黒
田

さ
ん
が
大
き
な
雲
や
鳥
を
描
き
加
え

る
な
ど
、
た
ち
ま
ち
廊
下
の
壁
一
面

に
楽
し
い
絵
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
家
で

は
壁
に
絵
を
描
く
と
叱
ら
れ
る
け

ど
、
今
日
は
た
く
さ
ん
描
い
て
も
大

丈
夫
。
す
ご
く
楽
し
い
」と
言
っ
て
、

張
り
切
っ
て
描
い
て
い
ま
し
た
。
最

初
は
見
学
し
て
い
た
保
護
者
も
、
子

ど
も
た
ち
の
中
に
引
き
こ
ま
れ「
壁

に
絵
を
残
す
こ
と
が
で
き
て
、
よ
い

記
念
に
な
り
ま
す
」と
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
病

院
内
の
一
階
と
二
階
の
廊
下
壁
面
に

絵
を
描
き
ま
し
た
。
来
院
の
際
に
は

自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
絵
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



いっし
ょに

いっし
ょにLet's 

English
!

Let's E
nglish

!

　

町
で
は
、
英
語
教
育
と
国
際
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
外
国
人
英
語
指
導

の
先
生
を
直
接
採
用
し
ま
し
た
。

　

今
回
採
用
に
な
っ
た
３
人
の
先
生
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

今
後
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校

で
の
交
流
や
英
語
指
導
の
ほ
か
、
公
民
館
で

英
会
話
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
町
内
で
お
会
い
し
た
ら
、
気
軽
に

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

ケビン・アルフォード先生　アレサンドロ・モラン先生　メリー・ペレス先生

アレサンドロ　モラン 先生
　皆さんこんにちは。
　小野町で仕事ができることを
嬉しく思います。私は、小中学生
の皆さんと楽しく過ごしていま
す。皆さんが健やかに育つ姿を
見たいと思っています。小野町
の国際交流の仲立ちができるよ
う努力したいと思っています。

ケビン　アルフォード　先生
　小野町の学生の皆さんは、私
の家族のようです。
　私は、皆さんの英会話のお手
伝いができることを、とても嬉
しく思います。

メリー　ペレス　先生
　私は小野町で仕事ができるこ
とを大変嬉しく思います。私
は、町民の皆さんと楽しく過ご
しながらお互いの文化にふれあ
い、英語を通じ楽しく素晴らし
い時間を過ごしたいと思いま
す。

　『キッズ・クラブ』は親子交流の場として、０歳から就学前のお子さんとご家族の方を対象に毎月１回、母子健
康センターで行っています。
　子育て支援ボランティアサークルの皆さんにご協力いただき、リズム遊びや製作遊びなどを行っており、親子
の楽しい交流の場となっています。
　初めての方も参加できますので気軽に
遊びに来てください。
　日程は「おのまち健康カレンダー」でご
確認ください。

※予約は必要ありません。
問健康福祉課
☎７２-６９３４
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住
宅
・
併
用
住
宅
の
浄
化
槽

（
市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
）

　

浄
化
槽
は
町
で
設
置
し
、
使
用
料
を

財
源
に
、
維
持
管
理
を
町
が
実
施
し
ま
す
。

（1）
対
象
浄
化
槽（
50
人
槽
ま
で
の
浄
化
槽
）

・
居
住
用
の
住
宅
に
接
続
す
る
合
併
処

　

理
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と（
事
業
用
住

　

宅
は
除
く
）。

・
店
舗
な
ど
の
併
用
住
宅
の
場
合
は
、

　

居
住
部
分
が
全
体
の
２
分
の
１
以
上

　

で
あ
る
こ
と
。

・
浄
化
槽
敷
地
の
問
題
な
ど
で
、
複
数

　

の
住
宅
が
共
同
で
設
置
す
る
場
合
。

（2）
工
事
実
施

・
家
庭
内
の
排
水
か
ら
浄
化
槽
ま
で
の

　

接
続
は
、
使
用
者（
住
宅
所
有
者
）に

　

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
お
よ
び
20
ｍ
ま
で
の
浄

　

化
槽
放
流
管
工
事
は
町
が
実
施
し
ま
す
。

・
浄
化
槽
か
ら
の
放
流
管
が
20
ｍ
を
超

　

え
る
場
合
、
駐
車
場
と
し
て
使
用
す

　

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
荷
重
化
工
事

　

を
行
う
場
合
は
、
そ
の
分
の
施
工
経

　

費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

（3）
経
費（
使
用
者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
額
）

①
設
置
分
担
金

　

※
工
事
施
工
前
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
10
人
槽
ま
で
＝
25
万
円

▽
11
人
槽
以
上
20
人
槽
以
下

　
　
　
　

＝
工
事
費
の
10
分
の
２
の
額

▽
21
人
槽
以
上
50
人
槽
以
下

　
　
　
　

＝
工
事
費
の
10
分
の
３
の
額

②
使
用
料（
月
額
）

　

※
月
ご
と
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
５
人
槽
＝
３
，４
６
５
円

▽
７
人
槽
＝
４
，７
２
５
円

▽
10
人
槽
＝
５
，０
４
０
円

▽
11
人
槽
以
上

　
　
　
　

＝
５
，
０
４
０
円
に
10
人
槽

　
　
　
　
　

を
超
え
た
部
分
槽
当
た
り

　
　
　
　
　

  

５
２
５
円
を
乗
じ
た
額
を

　
　
　
　
　

加
算
し
た
額

　

浄
化
槽
の
管
理
、
清
掃
、
法
定
点
検

は
町
が
事
業
者
に
委
託
し
実
施
し
ま
す
。

③
管
理
経
費

　

浄
化
槽
を
設
置
・
運
転
す
る
上
で
の

電
気
料
、
清
掃
に
伴
う
水
道
料
は
利
用

者
個
人
に
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

④
奨
励
補
助
金

　

当
該
事
業
で
整
備
し
た
浄
化
槽
使
用

者
は
、
小
野
町
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

奨
励
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
の
補
助
金
額
は
７
万
円

　

で
す
。

※
平
成
26
年
度
は
減
額
と
な
り
ま
す
。

（4）
申
し
込
み
・
使
用
開
始
ま
で
の
流
れ

　

申
請
者
に
は
、
実
際
に
浄
化
槽
工
事

を
行
う「
浄
化
槽
工
事
指
定
店
」を
選
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
施
工
事
業
者
は
、
町
が
指
定
す
る「
浄

　

化
槽
設
置
指
定
工
事
店
」に
限
り
ま
す
。

・
申
請
者
の
委
任
に
よ
り
、
設
置
に
関

　

す
る
諸
手
続
き
を「
浄
化
槽
設
置
指

　

定
工
事
店
」が
代
理
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

・「
浄
化
槽
工
事
分
担
金
」を
納
入
い
た

　

だ
き
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
の
お
知
ら
せ

浄化槽設置工事イメージ

枡 枡枡枡
合併処理浄化槽配管

個人施工

流入口
排水路

町施工

排出口
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■小野町浄化槽設置指定工事店（町指定順）
（平成 25 年 4 月末日現在）

事業者名 住所 電話番号

（株）大和田工務店 小野町大字小野新町字中通 130 72-3243

（株）リフレクシダ 小野町大字小野新町字中通１ 72-3141

（有）遠藤商店 小野町大字小野新町字宿ノ後 16-4 72-2316

（有）協栄産業 小野町大字谷津作字名馬 56-1 72-2512

（株）ムナカタ総業 小野町大字夏井字午天王 1-2 72-2326

（株）さいとう 小野町大字夏井字浮内 33-1 72-2840

・
排
水
設
備
工
事（
居
宅
か
ら
浄
化
槽

　

ま
で
の
配
管
設
備
な
ど
）は
、
申
請

　

者
に
お
い
て
浄
化
槽
本
体
工
事
完
了

　

前
ま
で
に
施
工
し
て
お
く
必
要
が
あ

　

り
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
工
事
お
よ
び
排
水
設
備

　

工
事
の
竣
工
検
査
完
了
後
に
使
用
開

　

始
と
な
り
ま
す
。

（5）
使
用
開
始
後
の
管
理

・
申
請
者（
利
用
者
）は「
浄
化
槽
使
用

　

料
」を
納
入
し
ま
す
。

・
町
が
浄
化
槽
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
管
理
者（
町
）が
行
う
維
持　

　

管
理
は
次
の
項
目
で
す
。

（
10
人
槽
以
下
の
例
）

ａ
．法
令
に
基
づ
く
保
守
点
検

　
　
年
４
回（
浄
化
槽
法
第
８
条
）

ｂ
．法
令
に
基
づ
く
清
掃（
汚
泥
抜
取
り
）

　
　
年
１
回（
浄
化
槽
法
第
９
条
）

ｃ
．法
令
に
基
づ
く
検
査

　
　
年
１
回（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

ｄ
．申
請
者
に
責
任
の
な
い
修
繕（
故
意

　
　
も
し
く
は
過
失
に
よ
る
修
繕
は
申

　
　
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
）

・
浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア（
送
風
機
）の
電
気

　

料
、
清
掃
に
伴
う
水
道
料
金
な
ど

　

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

事
業
所
・
店
舗
な
ど
の
浄
化
槽

（
個
人
設
置
型
浄
化
槽
）

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

（1）
対
象
浄
化
槽

・
事
業
所
、
店
舗
な
ど
事
業
を
営
む
た

　

め
の
建
物
に
接
続
す
る
合
併
処
理
浄

　

化
槽（
事
業
用
住
宅
を
含
む
）。

・
50
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
あ
る
こ
と
。

（2）
工
事
実
施

・
工
事
施
工
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
申

　

請
者
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
浄
化
槽
本
体
設
置
工
事
は
、
建
築
基

　

準
法
も
し
く
は
浄
化
槽
法
に
定
め
る

　

浄
化
槽
整
備
の
資
格
を
有
す
る
事
業

　

者
で
な
け
れ
ば
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

（3）
設
置
補
助
金

・
補
助
金
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
は
事

　

業
開
始
前
に
町
に
申
請
し
、
決
定
を

　

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
事
業
完
了
後
、
小
野
町
合
併
処
理
浄

　

化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
交
付
要

　

綱
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
算
の
範
囲

　

内
で
次
の
金
額
を
補
助
し
ま
す
。

▽
５
人
槽
＝
３
３
２
千
円

▽
７
人
槽
＝
４
１
４
千
円

▽
10
人
槽
＝
５
４
８
千
円

▽
11
人
槽
以
上

　
　
　
　

＝
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（4）
管
理
経
費

・
維
持
管
理
経
費
は
、
設
置
者
の
負
担

　

に
な
り
ま
す
。

・
設
置
、
使
用
開
始
後
は
、
浄
化
槽
法

　

の
定
め
に
よ
る
管
理
点
検
、
清
掃
、

　

法
定
検
査
を
設
置
者
の
責
任
に
お
い

　

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
浄
化
槽
法
の
規
定
に
基
づ
く
管
理
を

　

怠
っ
た
場
合
は
過
料
が
課
せ
ら
れ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２-

６
９
３
６



くらしの情報

自
発
的
な
除
染
活
動
を
支
援
し

ま
す

「
除
染
線
量
低
減
化
支
援
事
業
」

　

通
学
路
、
公
園
等
の
放
射
線
量

の
低
減
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
、
財
政
的
な
支
援
を
行
う
福

島
県
補
助
事
業「
線
量
低
減
化
活

動
支
援
事
業
」が
、
一
部
内
容
を

変
更
し
、
昨
年
度
に
引
続
き
行
わ

れ
ま
す
。
制
度
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象
者　

　

○
行
政
区
等
地
域
住
民
団
体

　

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
保
護
者
団
体

　

○
地
域
づ
く
り
団
体
等

　
　
（
町
で
今
年
度
本
格
除
染
を

　
　

計
画
す
る
旧
夏
井
村
地
区
を

　
　

除
き
ま
す
。）

◆
事
業
期
間

　

平
成
25
年
12
月
ま
で

◆
補
助
限
度
額　

　

１
事
業
実
施
団
体
に
つ
き
10
万

　

円
〜
20
万
円

※
高
所
作
業
委
託
す
る
場
合
等
、

別
途
10
万
円
の
上
乗
せ
措
置
が

あ
り
ま
す
。

◆
補
助
対
象
事
業　

通
学
路
、
公
園
、
住
宅
等
の
放
射

線
量
調
査
お
よ
び
堆
積
物
の
除
去

等（
除
草
な
ど
の
単
純
作
業
の
み

で
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。）

　

問
町
民
生
活
課

　

☎
７
２-

６
９
３
３　

原
発
事
故
に
よ
る
母
子
避
難
者

等
に
対
す
る
高
速
道
路
の
無
料

措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

◆
対
象
者

　

原
発
事
故
発
生
時
に
対
象
区
域

「
福
島
県
浜
通
り
・
中
通
り（
原
発

事
故
に
よ
る
警
戒
区
域
等
を
除

く
）ま
た
は
宮
城
県
丸
森
町
」に
居

住
し
て
お
り
、
原
発
事
故
に
よ
り

避
難
し
て
二
重
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
母
子
避
難
者
等（
妊
婦
も

含
む
）お
よ
び
対
象
区
域
内
に
残

る
父
親
等（
妊
婦
の
夫
を
含
む
。）

　

子
ど
も
や
妊
婦
の
い
る
世
帯
が

家
族
全
員
で
避
難
し
た
場
合
で
も

無
料
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
車
種

　

中
型
車
以
下（
対
象
者
が
運
転

ま
た
は
同
乗
し
て
い
る
車
両
）

◆
対
象
走
行

　

東
北
自
動
車
道
・
常
磐
自
動
車

道
等
の
対
象
路
線
内
に
お
け
る
母

子
等
避
難
先
の
最
寄
り
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
父
親
等
居
住
地
の
最

寄
り
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
走

行（
途
中
乗
車
・
途
中
下
車
無
効
）

◆
利
用
方
法

　

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、

対
象
と
な
る
走
行
に
対
し
無
料
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
、

出
口
料
金
所
で
は
、
入
口
料
金
所

で
受
け
取
っ
た
通
行
券
と
あ
わ
せ

て
、
次
の
書
面
の
提
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

①
無
料
措
置
の
対
象
者
で
あ
る
こ

　

と
の
証
明
書

②
対
象
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

　

認
す
る
書
面（
運
転
免
許
証
・

　

健
康
保
険
証
等
の
公
的
機
関
が

　

発
行
す
る
書
類
）

　

※
原
本
の
提
示
が
必
要（
コ

ピ
ー
不
可
）

◆
実
施
期
間

　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
先
・
方
法

　

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
居

住
し
て
い
た
市
町
村
に
、
無
料
措

置
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明

書
の
交
付
を
申
請
し
、
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３

国
民
生
活
基
礎
調
査
の
実
施
に

つ
い
て

　

全
国
の
世
帯
お
よ
び
世
帯
員
を

対
象
と
し
た
厚
生
労
働
省
の
統
計

調
査
が
６
月
６
日
と
７
月
11
日
を

基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
国
民
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
年
金
、
所
得
等
の
状
況
を

世
帯
面
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、

少
子
高
齢
化
対
策
等
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対

象
と
な
っ
た
世
帯
へ
は
、
５
月
下

旬
と
６
月
下
旬
か
ら
身
分
証
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
。
個
人
情
報
は
厳
守
い
た
し
ま

す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

　

須
賀
川
市
旭
町
１
５
３-

１

☎
０
２
４
８-

７
５-

７
８
０
５

上
下
水
道
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

３
月
に
実
施
し
た
水
道
水
の
水

質
検
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

問
地
域
整
備
課

☎
７
２-

６
９
３
６

試験項目 水質基準 試験結果
一般細菌 100CFU/ml 以下 0　CFU/ml
大腸菌 検出されないこと 検出せず
塩化物イオン 200mg/ ｌ以下 7.7　mg/l
有機物（TOC) 3mg/ ｌ以下 0.5　mg/l
ＰＨ値 5.8 ～ 8.6 7.3
味 異常でないこと 異常なし
臭気 異常でないこと 異常なし
色度 5度以下 <1　度
濁度 2度以下 <0.1　度
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４
月
１
日
か
ら
予
防
接
種

が
変
わ
り
ま
し
た
！

　

予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
、
※
定
期
予
防
接
種
と
な

り
ま
し
た
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

間
隔
に
つ
い
て
は
、
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
接
種
を
し
て
い
な
い
方
は
下
記
の
表

を
参
考
に
、早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
間
隔
や
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
定

期
外
の
予
防
接
種
と
な
り
、
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
定
期
予
防
接
種
と
は
、
予
防
接

種
法
に
よ
っ
て
対
象
者
や
接
種

期
間
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

接
種
対
象
者
は
予
防
接
種
を
受

け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
予
防
接
種
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２-

６
９
３
４

予防接種の種類 対　　象 回数 間　　　　　隔

ヒブワクチン

生後２カ月～生後７カ月未満 ４回
初回～３回 ・27～56日の間隔で３回接種

追加 ・３回目接種後、７～13カ月後に接種

生後７カ月～生後 12カ月未満 ３回
初回～２回 ・27～56日の間隔で２回接種

追加 ・２回目接種後、７～13カ月後に接種

生後12カ月（１歳）～５歳未満 １回

小児肺炎球菌
ワクチン

生後２カ月～生後７カ月未満 ４回
初回～３回 ・27日以上の間隔で３回接種

　（３回目は生後12カ月未満までに接種する）

追加 ・３回目接種後、60日以上の間隔で１回接種
　（標準接種期間：生後12カ月～15カ月）

生後７カ月～生後 12カ月未満 ３回
初回～２回 ・27日以上の間隔で２回接種

　（２回目は生後12カ月未満までに接種する）

追加 ・２回目接種後、60日以上の間隔で生後12カ月以降に１回接種

生後12カ月（１歳）～２歳未満 ２回 ・初回接種後から60日以上の間隔で接種

２歳～５歳未満 １回

子宮頸がん
ワクチン

12歳（小学６年生）～
16歳（高校１年生）

 ※16歳で接種する方は年度内に
　 ３回接種が終わらないと残り
　 の回数分は有料になります。

３回

①サーバリックス
※ワクチンの種類によって接種間隔が
　変わります。

・１回目接種後、１カ月後に１回接種（２回目）
・１回目接種後、６カ月後に１回接種（３回目）

②ガーダシル ・１回目接種後、２カ月後に１回接種（２回目）
・１回目接種後、６カ月後に１回接種（３回目）

福
島
県
警
察
官
（
大
卒
程
度
）

を
募
集

　

福
島
県
警
察
で
は
、
平
成
26
年

４
月
１
日
に
採
用
に
応
じ
ら
れ
る

方
を
対
象
と
し
て
、
福
島
県
警
察

官（
大
卒
程
度
）を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

▼
生
年
月
日

　
　

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
生

　
　

ま
れ
の
男
女

　

▼
学
歴

　

ア　

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）

　
　
　

を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

　
　
　

成
26
年
３
月
末
ま
で
に
卒

　
　
　

業
見
込
み
の
方

　

イ　

人
事
委
員
会
が
ア
と
同
等

　
　
　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た

　
　
　

方

◆
受
験
申
し
込
み
受
付
期
間

　

平
成
25
年
４
月
30
日
㊋
か
ら　

　

平
成
25
年
５
月
31
日
㊎
ま
で

問
田
村
警
察
署
小
野
分
庁
舎

☎
７
２-

２
１
２
１

　■納め忘れのないように、ご確認ください。
　■納期内納入にご協力をお願いします。

町税等納期のご案内

固定資産税（１期）
軽自動車税（全期）

納期限　5月31日㊎
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
月
間
の
お
し
ら
せ

　

６
月
１
日
〜
10
日
は「
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月

間
」で
す
。

　

不
法
電
波
は
人
命
に
か
か
わ
る

重
要
無
線
通
信
を
妨
害
し
て
、
私

た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し

く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局

☎
０
２
２-

２
２
１-

０
６
４
１
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国民年金
コーナー

学生納付特例制度

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年

金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の

納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
学

生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
っ
て
在

学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
に

な
っ
て
い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ

ガ
で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま

す
。
学
生
で
あ
っ
て
所
得
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

●
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修

学
校
お
よ
び
各
種
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
方
の
う
ち
、
本
人
の
所
得
が
一

定
以
下
の
方

●
特
例
対
象
期
間

　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
。

　

年
度
の
途
中
に
20
歳
を
迎
え
る
方

は
、
誕
生
日
の
前
日
の
属
す
る
月
か

ら
と
な
り
ま
す
。

●
手
続
き

　

役
場
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請
書

ま
た
は
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ

た
申
請
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
に
は
、
平
成
25
年
度
有
効
の

学
生
証
の
写
し（
ま
た
は
在
学
証
明

書
）の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
に
20
歳
を
迎
え
る
方

は
、
年
金
事
務
所
よ
り
送
付
さ
れ
る

「
資
格
取
得
届
」と
あ
わ
せ
て
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

▼
特
例
の
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年

　

以
内
の
期
間
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

　

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と（
追
納
）

　

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を

　

受
け
た
期
間
か
ら
３
年
度
目
以
降

　

に
追
納
す
る
場
合
は
、
加
算
額
が

　

加
わ
り
ま
す
。

▼
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

　

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま

　

れ
ま
す
が
、
保
険
料
を
追
納
し
な

　

け
れ
ば
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

　

ま
せ
ん
。

▼
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
納

付
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
基
礎

年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類

（
年
金
手
帳
等
）を
ご
準
備
の
う

え
、
役
場
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
度
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

が
、
毎
年
２
月
下
旬
ま
で
に
納
付

　

特
例
の
承
認
を
受
け
た
方
で
引
き

　

続
き
在
学
予
定
で
あ
る
方
に
は
、

　

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。　

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４-

９
３
２-
３
４
３
４

町
民
生
活
課

☎
７
２-

６
９
３
３

休日当番医

月日 当番医 所在地 電話番号

5/12 ㊐　 せんざき医院 三春町 61-2777

　19 ㊐　 遠藤医院 田村市船引町 85-2016

26 ㊐　 橋本医院 小野町 72-3212

6/2 ㊐　 大久保クリニック 田村市船引町 82-2555

9 ㊐　 矢吹医院 三春町 62-3015

16 ㊐　 奥秋医院 田村市船引町 86-2034

23 ㊐　 石塚医院 小野町 72-2161

30 ㊐　 青山医院 田村市常葉町 77-2015

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」
　をご覧ください。

毎日、19:00～翌8:00
プッシュ回線・携帯電話からは#8000
アナログ回線からは☎024-521-3709
詳しくは「子どもの救急について」をご
覧ください。

こども救急電話相談

バーコード認識機能で、携
帯電話から「福島県総合医
療情報システム」をご覧い
ただけます。

検索福島県　こどもの救急 索

福島県総合医療情報システム 検索索
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～自分の健康を確認するために住民総合健診を有効にご利用ください。（パート１）～

　町が実施する年に一回の健康チェックとして、① 集団で受ける住民総合健診と② 医療機関で受ける
個別健診の２つの健診があります。
　今回は①の住民総合健診のお知らせをします。

　住民総合健診は同会場で複数の健診を行いま
すので、さまざまな健診を受診できます。しか
し、「後期高齢者健診」や「放射線健康サポート血
液検査」、「県民健康診査」「胃がん・肺がん検診」
などは住民総合健診以外では受けられませんの
でご注意ください。(別表１)

【健診内容】
　健診内容は、皆さんが加入している医療保険
や年齢・性別等により、受診できる項目が異な
りますので、自分が該当する健診を必ず確認し
ましょう。また、現在治療中の方は、主治医に
ご相談ください。

【健診通知・案内】
　詳しいご案内や受診録などは、７月上旬に郵
送を予定しています。

　なお、各種健診のご案内はおのまち健康カレ
ンダー（６・７月のページや最終ページ）に掲載
しています。
※皆さんが加入している保険者が実施する「特定
健診」は必ず受診しなければならない健診で
す。国民健康保険で行う「特定健診」について
は６月号でお知らせします。
※国民健康保険以外の被保険者の方は職場など
　で早めに健診内容を確認しましょう。　　　

問い合せ先
・健診全般
　問 健康福祉課　☎72-６９３４

・特定健診（国民健康保険加入の方）
・後期高齢者健診（75歳以上の方）
　問 町民生活課　☎72-６９３３
※社会保険加入の方は職場の健診担当となります。

　加　入　医　療　保　険 国保の方
⇩

国保以外の方
⇩健　診　項　目 検査内容

特定健診
（加入している医療保険で行う健診）

問診・診察・身体計測・BMI、腹囲・
血圧・尿検査・血液検査（肝臓、中
性脂肪、コレステロール、血糖）、
＊心電図・眼底検査（集団健診時のみ実施しています。）

○ 職場などで
確認しましょう

＊ 後期高齢者健診 特定健診同様

＊ 県民健康診査 特定健診に準ずる健診
（診察・腹囲測定、心電図・眼底検査はありません）

＊ 放射線健康サポート血液検査 貧血・白血球・白血球分画・
腎機能等（９項目） ○ ○

＊ 結核検診（65歳以上）  胸部レントゲン検査 ○ ○
＊ 胃がん（40歳以上）  胃透視の検査 ○ ○
＊ 大腸がん（40歳以上）  便潜血検査 ○ ○
＊ 前立腺がん（50才以上男性）  血液検査 ○ ○
＊ 肺がん（40～64歳）  胸部レントゲン検査 ○ ○
    （喫煙が多い、たんに血が混じる方）  たんの細胞検査 ○ ○
＊ 肝炎ウィルス
    （今まで受けていない方）  血液検査 ○ ○

   子宮頸がん（女性）  子宮がん細胞診 ○ ○
＊骨検診　　　　（女性）
　（40、45、50、55、60、65、70歳の節目年齢）

 超音波検査 ○ ○

年　　齢　　区　　分 40～ 74歳

後期高齢者の方
⇩

○

○

○
○
○
○
○
○

○

○

75 歳以上

国保の方
⇩

国保以外の方
⇩

○
○

（職場で健診機会
がない場合）

○ ○

○ ○

19 ～ 39 歳
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↓ 　↓ 　 ↓ ↓ 　↓ 　 ↓↓

自分が受けられる健診を確認しましょう。
１．自分の年齢、現在加入している保険を選び、該当する健診を確認しましょう。　
２．該当する（受診できる）健診項目は○印です。
※がん検診は、職場等で実施していない場合は受診できます。

※下記の表の加入医療保険の表示
①国民健康保険加入の方　(19～74歳）は「国保の方」
②後期高齢者医療保険の方（75歳以上）は「後期高齢の方」
その他①・②以外の方（社会保険・共済保険等）は｢国保
以外の方｣と表示しています。

（別表1）

＊印の健診は、集団健診時のみ実施します。



Information
ふるさと文化の館情報

ふるさと文化の館  ☎72-2120

平成24年度に貸し出された人気の高

かった本をご紹介します。

《文芸書》
　宮部みゆき、東野圭吾らが根強い人気を
保っています。葉室麟ら新たな書き手も現
れ、時代小説ブームがさらに進んだ年でし
た。

《実用書》
　「体脂肪計タニタの社員食堂」が昨年度に
続きランクインしました。料理や健康、農
業に関する本に人気が集まりました。また
福島第一原発事故に関する朝日新聞連載を
書籍化した「プロメテウスの罠」も多く貸し
出され、いまだに、震災や原発事故へ対す
る利用者の方の関心の高さが伺える結果と
なりました。

《児童書》
　「一期一会」「ミッケ！」「かいけつゾロリ」
といったシリーズに人気が集中しました。
　注目としては「おさるのジョージ　チョ
コレートこうじょうへいく」がランクイン
したことです。ロングセラー絵本「ひとま
ねこざる」シリーズの一作で定番絵本の魅
力や力強さが発揮された形となりました。

　皆さんのお気に入りの本は入っていまし
たか。まだ読んだことのない本があったと
いう方、ぜひご一読してみてはいかがで
しょうか。どうぞ図書館へお気軽にお越し
ください。

ベストリーダー 2012

おわびと訂正
　「広報おのまち４月号」20ページ『ふるさと文化の館情報』「西牧門

まもる

文庫」のご案内３行目で西牧門
まもる

さん
について「会計士」とご紹介しましたが、正しくは「税理士」でした。おわびして訂正いたします。
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●文芸書
書　　名 著者名 出版社

おまえさん　（上・下） 宮部みゆき 講談社
ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾 角川書店
麒麟の翼 東野圭吾 講談社
夜泣きめし屋 宇江佐真理 光文社
ペトロ 今野敏 中央公論新社
舟を編む 三浦しをん 光文社
サファイア 湊かなえ 角川春樹事務所
蜩ノ記 葉室麟 祥伝社
東雲の途 あさのあつこ 光文社
三匹のおっさんふたたび 有川浩 文藝春秋

●実用書
書　　名 著者名 出版社

体脂肪計タニタの社員食堂 タニタ 大和書房
愛しのローカルごはん旅 たかぎなおこ メディアファクトリー
一生太らない体のつくり方＆スロトレ 石井直方 エクスナレッジ
プロメテウスの罠　（１，２） 朝日新聞特別報道部 学研パブリッシング
チェルノブイリ・ハート マリアン・デレオ 合同出版
そうだったのか！池上彰の学べるニュース 池上彰 海竜社
なつかしいおやつのレシピ 池上保子 成美堂出版
おいしい野菜 100 種のじょうずな育て方 主婦の友社 主婦の友社
生きる悪知恵 西原理恵子 文藝春秋
心と体を浄化する断捨離ダイエット やましたひでこ 世界文化社

●児童書
書　　名 著者名 出版社

ミッケ！　シリーズ ウォルター・ウィック 小学館
一期一会 シリーズ 粟生こずえほか 学習研究社
リトル・プリンセス ケイティ・チェイス ポプラ社
妖怪コロキューブ チームコロキューブ 学習研究社
かいけつゾロリのてんごくとじごく 原ゆたか ポプラ社
怪談レストランシリーズ 怪談レストラン編集委員会 童心社
はらぺことのさま つきおかゆみこ あかね書房
おさるのジョージ　チョコレートこうじょうへいく H・A・レイ 岩波書店
100 かいだてのいえ いわいとしお 偕成社
きょだいなきょだいな 降矢なな 福音館書店



　澪
みお

は子供の頃、水害で両親を失い天涯孤独の身となった。大人になった今、神田
の料理屋で江戸の人々には珍しい上方料理を任されていた。天性の鋭い味覚と料理
の才があるにもかかわらず、澪の作る料理は江戸の人の口には合わず、受け入れて
もらえずにいた。思い悩む澪の前に常連客・小松原が現れ澪に声をかけるが…
　女料理人として生きる澪に待ちうけるさまざまな試練…それに一途に立ち向かう
澪の姿に胸が熱くなります。

「八朔の雪」みをつくし料理帖（髙田郁／著　角川春樹事務所）
● 一 般 書

　はっぱに誰かがかくれてる。「でてこい　でてこい」と呼びかけると、ぴょーんぴょ
んとかえるがとびだします。四角や丸など形の描かれたページをめくると動物たち
の姿が現れます。次のページは何が出てくるのかな…と子どもたちは興味深々で読
みすすめることができます。白の背景にはっきりとした切り絵が映え、簡潔でリズ
ミカルな文章が耳にここちよい、赤ちゃんから楽しめる絵本です。

「でてこい　でてこい」（はやしあきこ／作　福音館書店）
● 児 童 書
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／
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ど
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も
、
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。
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る
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と
小
野
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会

ふ
れ
あ
い
通
信
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町長事務部局 町長　　大和田　昭

総務課長
宗像　利男

副課長（総務担当）
郡司　　功 松本　　一　　赤坂　泰秀

折笠　裕之　　先﨑　　悟
根本　理恵副課長（行革推進担当）

佐藤　　浩

企画商工課長
山名　洋一

副課長（企画商工担当）
西牧　英一 矢吹　美加　　鈴木香代子

草野　隆行　　安田　雄一
先﨑　英樹

税務課長
阿部　京一

副課長（課税担当）
吉田　　隆 新田　　徹　　清野　淳子

村上　　香　　鈴木　健之
上遠野友昭
　 （新採用）副課長（収納担当）

吉田　徳一

町民生活課長
村上　春吉

除染推進室長
（兼務）
村上　春吉

副課長（町民担当）
佐藤　金哉 西牧　貴子　　二瓶　　淳

照山　　真　　先﨑　勝人
佐藤真理子　　斎藤恵理子
舘川　睦礼　　遠藤　浩輝
會田　喜樹

副課長（環境安全担当）
矢吹　昌之

副室長
先﨑　秀一

健康福祉課長
藤井　義仁

副課長（高齢福祉担当）
先﨑　　実 根本　要子　　大川原幸子

吉田由起子　　先﨑　淳子
猪狩　信輔　　山口美賀子
成田ひとみ　　武藤　　光
佐藤　真路　　鈴木　悠太
　　　　　　　　　（新採用）
中野　隆子　　宇佐見智子

副課長（社会福祉担当）
村上　昭一

副課長
（健康子育て支援担当）
根本　洋子

農林振興課長
石井　一 一

副課長
（農政振興・農林整備担当）
松本　　仁

熊谷　真也　　根本　慶一
宗像　玲子　　清野　昭雄
渡邊　裕之

地域整備課長
佐藤　喜春

副課長（管理水道担当）
矢吹　浩司 舘川　幸義　　郡司　幸喜

宗方　保之      管野　正尚
吉田　靖章      国分　勝理
　　                   （新採用）

副課長（地域整備担当）
宗像　喜也

会計管理者兼出納室長
吉田　吉広 吉田ひろ子　　郡司　治子

議会事務部局 議長　　村上　昭正

事務局長
先﨑　幸雄

次長
味原　広一

農業委員会事務部局 会長　　二瓶　章一

事務局長（兼務）
石井　一 一

次長（兼務）
松本　　仁 宗像　玲子（兼務）

教育委員会事務部局 教育長　矢内今朝見

教育課長
吉田　浩祥

副課長（教育総務担当）
先﨑　英典

■教育総務担当
平塚　裕二　　吉田　　誠
佐藤　　瞳　   二瓶由佳子
草野　澄恵

■小野わかば幼稚園
園長　　　　　　副園長
遠藤　いく　　草野ゆかり
村上万里子　　矢吹真由美

■中央さくら保育園
園長（兼務）　　副園長
遠藤　いく　　佐藤　浩子
石井小百合　　會田由紀子
小沼　和子　　今野　真弓
渡邊　梨恵　　吉田　美佳
三浦　ふみ　　吉田とよ子

■夏井おおすぎ保育園
園長　　　　　　
村上　昌子　　藁谷美枝子
根本　早苗　　宗像美津江
宗像　孝子

■飯豊ひまわり保育園
園長　　　　　
中原　智子　　桝内　洋子
塩田　淳子

■浮金つつじ児童園
園長
過足　文江　　吉田　由美

■小野新町小学校用務員
村上　英子

■飯豊小学校用務員
舘川みや子

■小野中学校用務員
菅野由美子

副課長（生涯学習担当）
荻野　治美

■生涯学習担当
（公民館）
今泉　令子　　西牧　泰弘

（ふるさと文化の館）
籠田まき子　　西牧美也子
清水　綾子

（町民体育館）
渡辺　みき　　吉田　雅俊

■退職（※３月 31 日付け・退職時役職）
　遠藤　貴美（町民生活課主幹）
　橋本　寿子（夏井おおすぎ保育園長）
　大方　峯子（町民生活課主幹）

役場の職員配置表
平成 25 年度

長窪　仁美（健康福祉課主幹）
国分　竹子（出納室主幹）
上遠野　眞（教育課主幹）

■派遣
○小野町地方綜合病院企業団（平成 26 年３月 31 日まで）
　遠藤　靖次　　折笠　顕一
○田村広域行政組合（平成 27 年３月 31 日まで）
　鈴木　　稔　
■福島県との人事交流（平成 27 年３月 31 日まで）
　先﨑　博昭（総務部文書管理総室文書法務課）

■退任（※３月 31 日付け）
　副町長　　大江　賢一

（新採用）
（新採用）



⽉⽇ ⾏   事 時 間 場  所

5/ 16㊍
17㊎
18㊏ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

19㊐ 休⽇窓⼝業務実施⽇ 8:30 〜 17:15 役場

20㊊
21㊋ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

22㊌ 窓⼝延⻑⽇ 19:15 まで 役場

23㊍
24㊎ ヘルスアップ教室 13:30 〜 15:30 多⽬的研修集会施設

25㊏ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

26㊐ ⾼柴⼭⼭開き
10:00 〜
安全祈願祭

27㊊
28㊋ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

29㊌ 窓⼝業務延⻑ 19:15 まで 役場

30㊍
精神保健デイケア
こころの相談室

10:00 〜 14:00 
13:00 〜 15:00

多⽬的研修集会施設
⺟⼦健康センター

31㊎ 図書館⽉末整理休館⽇

6/  1㊏

交通事故ゼロ・
歩⾏者優先の⽇
⽮⼤⾂⼭⼭開き
海洋センタープール
オープン
シートベルト強化⽉間 

（〜 30 ⽇まで）

10:00 〜安全祈願祭

あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

2㊐ 第 42 回⾏政区対抗壮年ソフトボール・家庭バレーボール⼤会

3㊊ ⼈権相談

4㊋ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

5㊌
健康相談⽇
窓⼝業務延⻑

9:00 〜 15:00
19:15 まで

⺟⼦健康センター
役場

6㊍
7㊎

8㊏
⽂化の館⼩学⽣おはなし会
あそびの広場 9:30 〜 11:30

ふるさと⽂化の館
⼦育て⽀援センター

9㊐ ⽇影⼭ふれあい登⼭

10㊊
献⾎
時の記念⽇

11㊋ あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

12㊌
おやつ教室
窓口業務延長
ちびっこおはなし会

受付 10:00 〜 10:15
19：15 まで
11:00 〜 10:30

⺟⼦健康センター
役場
ふるさと⽂化の館

13㊍ 精神保健デイケア 10:00 〜 14:00 多⽬的研修集会施設

14㊎ ヘルスアップ運動教室

15㊏
シルバー交通安全の⽇

あそびの広場 9:30 〜 11:30 ⼦育て⽀援センター

⾏事カレンダー
Calendar

町の人口・世帯数
（平成25年４月１日現在）

お誕生おめでとう

おくやみ申し上げます

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

（　）内は前月比
福島県現住人口調査結果から

男　性　 5,129人 （△６）

女　性　 5,497人 （△４）

合　計　10,626人 （△10）

世帯数 3,476世帯 （△９）
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　氏　名　　 　 　 父 ・ 母 　行 政 区

熊谷　愛徠　（あいら）　正 寿・紗登美　大 八

二瓶　紫帆　（ し ほ ）　浩 貴・愛　里　中 通

郡司　さんご　　　　　 正 芳・弘　美　谷 津 作

折笠　結来　（ ゆ ら ）　祐 作・文　枝　谷 津 作

村上　祐大　（ゆうた）　勝 彦・恵美子　飯 豊 上

管野　れな　　 　　祐 二・さとみ　飯 豊 下

（3月届出分）

　氏　　　名　　　　　年齢　　　　行 政 区

村　上　　肇　　　　　８７　　　　南田原井

（１月届出分）

圓　谷　伍　郎　　　　８０　　　　本 町

鈴　木　忠　孝　　　　８７　　　　反 町

國　分　フ　ミ　　　　９４　　　　谷 津 作

（２月届出分）

先　﨑　ス　テ　　　　９４　　　　仲 町

武　藤　節　子　　　　７６　　　　反 町

郡　司　昭　信　　　　８４　　　　反 町

矢　内　義　亮　　　　８６　　　　荒 町

志　賀　正　二　　　　７７　　　　小野赤沼

西　牧　トミ子　　　　９０　　　　小野赤沼

先　﨑　重　夫　　　　６３　　　　飯 豊 上

佐　藤　英　治　　　　８６　　　　飯 豊 上

長　窪　正　秋　　　　９２　　　　飯 豊 中

先　﨑　　操　　　　　８８　　　　吉 野 辺

生天目　シ　ン　　　　８７　　　　浮 金

橋　本　カツ子　　　　７６　　　　小野山神

齊　藤　ヨ　テ　　　　９９　　　　南田原井

吉　田　満　二　　　　８０　　　　上羽出庭

（３月届出分）

防災行政無線の故障に伴うサイレン吹鳴のおわび
　4月 24日午後 3時頃、防災行政無線からサイレンが鳴り、中通・平舘地内を中
心とした範囲で大変ご迷惑をおかけしました。
　今後こういった事態が起きないよう注意してまいります。
　ご迷惑をおかけした皆さんにおわび申し上げます。
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この印刷物は、FSCこの印刷物は、FSC®の基準の基準
に従って認証された適切に管に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

高柴山山開き
日時　5月 26 日㊐　10：00 ～
山頂で安全祈願祭を行います。

先着900人に記念品をプレゼントします。
※混雑防止のため、山開き当日は登山者駐車場を閉
　鎖します。車でお越しの場合は、臨時駐車場をご
　利用ください。

矢大臣山山開き
日時　６月１日㊏　10：00 ～
山頂で安全祈願祭を行います。

先着300人に記念品をプレゼントします。

あ　

と　

が　

き

　

美
し
い
桜
の
季
節
が
過

ぎ
、
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
先
月

中
旬
ま
で
は
寒
い
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
最
近
は
夏

に
向
か
う
温
か
な
日
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　

小
野
町
の
花
で
あ
る
ツ

ツ
ジ
も
５
月
の
終
わ
り
か

ら
６
月
の
始
め
に
か
け
て

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

も
終
わ
り
、
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
を
実
感
し
て
い
る

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
新
緑
や
ツ
ツ
ジ
の
鮮

や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

愛
で
な
が
ら
の
ハ
イ
キ
ン

グ
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
の
広
報
紙
よ
り
担

当
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。(

ひ
）


